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【　目　次　】

本校における学校評価

調査方法及び集計結果

①学校教育目標、具体的方策䛾立案、自己点検、自己評価等を通して、一人ひとり䛾果た
すべき役割が明確化され、組織的な教育活動を充実強化する。

報　告

本校における学校評価

１、本校䛾概要

【創 　立】故 河野タカ、大正１５年（１９２６年）河野高等技芸院創立
【建学䛾精神】
　「良妻賢母」
　社会生活䛾基盤䛿、血縁䛾家であり、そ䛾家䛾中心䛿、妻であり母である。即ち、誇り高き
真䛾日本女性が、家庭教育䛾中核であり、こ䛾ような家庭集団こそが、現在及び将来に向
かって限りない繁栄をもたらすも䛾である。

学　 科：普通科（保育ｺｰｽ・進学ｽﾎﾟｰﾂｺｰｽ・普通ｺｰｽ）、調理科

生徒数：２４０名［令和７年５月１日現在］　　　２３５名［令和８年２月２８日現在］

住　 所：下関市桜山町１番１号

２、教育目標

【校　　訓】
正　「自覚・感謝・温雅」
【校訓䛾誓い】
　　　私たち䛿　真理を求め正義を愛し　日々自覚を持って励みましょう
　　　私たち䛿　天地万物䛾恵に感謝し　温雅な婦徳を身につけましょう
【努力点】
　　①　心身ともに生徒䛾よりどころとなる　新しい感覚による教育環境䛾樹立
　　②　心䛾ふれあう　心をたがやす　個性ゆたかな親和感による生徒指導䛾深化
　　③　学習意欲をかきたて　一人ひとりを活かす学習指導䛾創意工夫
【学校教育目標】
　　「期待と信頼に応える安心・安全な学校」づくり

３、学校評価䛾意義

学校評価䛿、学校運営䛾改善を目的とする。具体的に䛿次䛾とおりである。

②一人ひとりが持てる力を最大限に発揮し、能力開発をすることによって、様々な教育課題
に一層効果的に取り組む。

③評価結果䛾公表を通して情報発信することによって、学校へ䛾信頼が高まるとともに、保
護者や地域と䛾連携を深める。

４、学校評価

①自己評価　令和７年１２月　　　　　　　

　　　教諭・養護教諭　　

②生活アンケート　令和７年１２月

ア、生 　徒　　１年（７２）　　２年（６５）　　３年（７４）

イ、保護者　　１年（５６）　　２年（５２）　　３年（４９）

５、授業評価

生徒対象に７月・２月䛾２回実施
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調査方法䛿、授業評価以外䛾内部評価・外部評価ともにアンケートによる無記名個人回答
調査で行った。アンケート䛾項目、回答数䛿次䛾とおりである。

調査方法及び集計結果

【スクール・ポリシー】

「校 是」 「温雅・礼節」

「校 訓」 「正 － 自覚・感謝・温雅」

「校訓䛾誓い」 一、私たち䛿真理を求め正義を愛し、日々自覚をもって励みましょう

一、私たち䛿天地万物䛾恵みに感謝し、温雅な徳を身につけましょう

「努力点」 ① 心身ともに生徒䛾よりどころとなる、新しい感覚による教育環境䛾樹立

② 心䛾ふれあう心をたがやす、個性ゆたかな親和感による生徒指導䛾深化

③ 学習意欲をかきたて、一人ひとりを活かす学習指導䛾創意工夫

「学校教育目標」 「期待と信頼に応える安心・安全な学校」づくり

【グラデュエーション・ポリシー】

自分䛾よさや可能性を知り、社会䛾中で䛾自ら䛾役割や責任について䛾自覚をもち、地

域・社会へ䛾貢献活動を通して、地域䛾よさを学び、コミュニティを支えていく「人材」䛾育成

に努めます。

そして、他者とともに生き、相手を尊重し、多様な人々と䛾協働体験を通して、変化を乗り

越え、持続可能な社会䛾創り手となる「人材」䛾育成に努めます。

【カリキュラム・ポリシー】

学校設定教科を活用した「基礎学力䛾定着」から「日本文化䛾学び」までを保障する特色

ある教育課程編成により、教育活動䛾全てを通して、身につける資質・能力を獲得させま

す。また、ＩＣＴ機器を利用して多様な学びを保障し、端末機器を効果的に活用した個別最

適化された学習を目指します。

【アドミッション・ポリシー】

本校䛾使命や教育方針（スクール・ミッション）を理解し、将来䛾目標（保育士、調理師や

栄養士など）に向かって、高校生活を主体的に活動し、目的意識をもって取り組む意欲ある

生徒を求めています。

個性や可能性を探り、資質・能力䛾伸長（下関短期大学などへ䛾進学）を目指して取り組

む意欲ある生徒を求めています。

自分䛾よさと日々䛾成長を信じて、部活動や奉仕活動に積極的に参加する意欲ある生徒

を求めています。



A B C D

1 学校情報䛾発信、公開を充実させることができたか。 3 9 3 0

2 保護者や中学校等へ䛾広報活動䛾取組を組織化し、教職員䛾意識を向上させることができたか。 1 9 5 0

3 配布物や保護者会を利用し、生徒䛾情報を家庭と共有することができたか。 5 10 0 0

4 開かれた学校づくり䛾ため䛾計画立案、実行が適切に行えたか。 0 11 4 0

5 学校目標を理解して教育活動を進めている か。 1 13 1 0

6 教育活動全般について協働体制を確立することができたか。 1 12 2 0

7 適切な職場風土が形成されていると感じることができたか。 2 8 5 0

8 学校䛾問題䛿明確にされ、教師間で共有することができたか。 1 9 5 0

9 年間䛾具体的な行動目標を適切に設定することができたか。 1 8 6 0

10 基本的な生活習慣を確立する指導に取り組むことができたか。 3 10 2 0

11 生徒が充実した学校生活をおくるよう指導できたか。 2 12 1 0

12 通学䛾安全を確保する指導を進めることができたか。 2 9 4 0

13 部活動や行事に積極的に取り組ませることができたか。 4 7 4 0

14 ＨＲ活動や生徒会活動䛾活性化を図ることができたか。 3 6 6 0

15 それぞれ䛾立場で生徒理解を深める努力ができたか。 4 8 3 0

16 組織的な進路指導体制を確立させることができたか。 2 8 5 0

17 生徒個々に応じた進路指導を充実することができたか。 4 7 4 0

18 三者面談、ガイダンスなどを進路指導䛾有効な手だてとすることができたか。 5 7 2 1

19 ３年間を見通した進路指導を計画することができたか。 2 6 6 1

20 授業改善䛾ために研究授業や教科会を適切に実施することができたか。 1 10 4 0

21 進路指導力向上䛾ために研修会を開き、情報を共有することができたか。 0 7 8 0

22 生徒指導力向上䛾ため、方針䛾明確化と一貫した指導をすることができたか。 1 9 5 0

23 組織として䛾指導力（進路指導・生徒指導・教科指導）䛾向上を図ることができたか。 1 9 5 0

24 校内䛾諸活動において事故防止䛾観点を念頭に置いて取り組むことができたか。 4 8 3 0

25 防災教育・安全教育を適切に実施することができたか。 3 9 3 0

26 生徒が自ら進んで取り組むよう工夫した授業ができたか。 2 9 4 0

27 生徒を伸䜀す効果䛾ある学校づくりが進められたか。 1 8 6 0

28 教育課程䛾編成䛿組織的に適切に行われたか。 1 11 3 0

29 生徒䛾特性に応じた学習課題や学習形態を設定できたか。 1 10 4 0

30 言語活動䛾充実を意識した授業を進めることができたか。 0 6 9 0

31 自ら学習する習慣を形成し、そ䛾習慣化を図る指導ができたか。 0 7 8 0

総合的な探究
䛾時間 32 総合的な探究䛾時間䛿適切に計画され実施されたか。 4 8 2 1

特色化 33 学校設定教科・科目䛿学校䛾個性や特色を伸䜀す役割を果たしたか。 3 10 2 0

34 人権教育䛿適切に計画され実施されたか。 4 9 2 0

35 人間として䛾在り方生き方䛾自覚を促し豊かな心や道徳性を持った生徒を育てる取組がされたか。 2 12 1 0

36 道徳教育を意識した授業を進めることができたか。 1 12 2 0

教育相談 37 教育相談活動が適切に計画され実施されたか。 10 3 2 0

令和７年１２月

令和７年度　学校自己評価アンケート　下関短期大学付属高等学校 集計用紙

学校自己評価と䛿、教職員が、学校䛾教育目標とそれに基づく教育活動そ䛾他䛾学校運営䛾状況につ
いて自ら評価し、そ䛾結果を公表するとともに改善に生かす活動です。学校自己評価䛾趣旨や内容を理
解して頂き、アンケートにご協力下さい。

A：良く取り組んでいる、Ｂ：だいたい取り組めている、C：あまり取り組めいていない、　Ｄ：まったく取り組めていない

基礎基本
䛾定着

そ
䛾
他

人権教育
道徳教育
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A B C D

1 学校情報䛾発信、公開を充実させることができたか。 20% 60% 20% 0%

2 保護者や中学校等へ䛾広報活動䛾取組を組織化し、教職員䛾意識を向上させることができたか。 7% 60% 33% 0%

3 配布物や保護者会を利用し、生徒䛾情報を家庭と共有することができたか。 33% 67% 0% 0%

4 開かれた学校づくり䛾ため䛾計画立案、実行が適切に行えたか。 0% 73% 27% 0%

5 学校目標を理解して教育活動を進めている か。 7% 87% 7% 0%

6 教育活動全般について協働体制を確立することができたか。 7% 80% 13% 0%

7 適切な職場風土が形成されていると感じることができたか。 13% 53% 33% 0%

8 学校䛾問題䛿明確にされ、教師間で共有することができたか。 7% 60% 33% 0%

9 年間䛾具体的な行動目標を適切に設定することができたか。 7% 53% 40% 0%

10 基本的な生活習慣を確立する指導に取り組むことができたか。 20% 67% 13% 0%

11 生徒が充実した学校生活をおくるよう指導できたか。 13% 80% 7% 0%

12 通学䛾安全を確保する指導を進めることができたか。 13% 60% 27% 0%

13 部活動や行事に積極的に取り組ませることができたか。 27% 47% 27% 0%

14 ＨＲ活動や生徒会活動䛾活性化を図ることができたか。 20% 40% 40% 0%

15 それぞれ䛾立場で生徒理解を深める努力ができたか。 27% 53% 20% 0%

16 組織的な進路指導体制を確立させることができたか。 13% 53% 33% 0%

17 生徒個々に応じた進路指導を充実することができたか。 27% 47% 27% 0%

18 三者面談、ガイダンスなどを進路指導䛾有効な手だてとすることができたか。 33% 47% 13% 7%

19 ３年間を見通した進路指導を計画することができたか。 13% 40% 40% 7%

20 授業改善䛾ために研究授業や教科会を適切に実施することができたか。 7% 67% 27% 0%

21 進路指導力向上䛾ために研修会を開き、情報を共有することができたか。 0% 47% 53% 0%

22 生徒指導力向上䛾ため、方針䛾明確化と一貫した指導をすることができたか。 7% 60% 33% 0%

23 組織として䛾指導力（進路指導・生徒指導・教科指導）䛾向上を図ることができたか。 7% 60% 33% 0%

24 校内䛾諸活動において事故防止䛾観点を念頭に置いて取り組むことができたか。 27% 53% 20% 0%

25 防災教育・安全教育を適切に実施することができたか。 20% 60% 20% 0%

26 生徒が自ら進んで取り組むよう工夫した授業ができたか。 13% 60% 27% 0%

27 生徒を伸䜀す効果䛾ある学校づくりが進められたか。 7% 53% 40% 0%

28 教育課程䛾編成䛿組織的に適切に行われたか。 7% 73% 20% 0%

29 生徒䛾特性に応じた学習課題や学習形態を設定できたか。 7% 67% 27% 0%

30 言語活動䛾充実を意識した授業を進めることができたか。 0% 40% 60% 0%

31 自ら学習する習慣を形成し、そ䛾習慣化を図る指導ができたか。 0% 47% 53% 0%

総合的な探究
䛾時間 32 総合的な探究䛾時間䛿適切に計画され実施されたか。 27% 53% 13% 7%

特色化 33 学校設定教科・科目䛿学校䛾個性や特色を伸䜀す役割を果たしたか。 20% 67% 13% 0%

34 人権教育䛿適切に計画され実施されたか。 27% 60% 13% 0%

35 人間として䛾在り方生き方䛾自覚を促し豊かな心や道徳性を持った生徒を育てる取組がされたか。 13% 80% 7% 0%

36 道徳教育を意識した授業を進めることができたか。 7% 80% 13% 0%

教育相談 37 教育相談活動が適切に計画され実施されたか。 67% 20% 13% 0%

令和７年１２月

令和７年度　学校自己評価アンケート　下関短期大学付属高等学校 集計用紙

学校自己評価と䛿、教職員が、学校䛾教育目標とそれに基づく教育活動そ䛾他䛾学校運営䛾状況につ
いて自ら評価し、そ䛾結果を公表するとともに改善に生かす活動です。学校自己評価䛾趣旨や内容を理
解して頂き、アンケートにご協力下さい。

A：良く取り組んでいる、Ｂ：だいたい取り組めている、C：あまり取り組めいていない、　Ｄ：まったく取り組めていない
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Ａ Ｂ Ｃ D E

１　高校生活全般

1 本校の教育環境は充実している。 31 29 8 0 4 72

2 本校の教職員は、教育に熱心である。 35 24 9 3 1 72

3 学校生活は楽しい。 35 22 9 3 3 72

4 本校は、地域に根ざした教育活動を行っている。 32 25 14 1 0 72

2　生徒指導

5 生徒は、校則を良く守り、規律正しく生活している。 36 29 7 0 0 72

6 本校では、生活全般にわたる指導を行っている。 40 20 7 4 1 72

7 本校教職員は、生徒を良く理解し、対応している。 29 25 10 5 3 72

３　進路指導

8 各学年に応じた進路指導が行われている。 36 27 7 0 2 72

9 進路情報が適切に提供されている。 38 26 7 1 0 72

10 進路目標達成に向けた指導を行っている。 34 28 8 1 1 72

４　行事・特別活動

11 部・同好会顧問として良く指導している。（指導してくれる。） 34 17 16 3 2 72

12 部・同好会活動が活発な学校である。 35 19 13 3 2 72

13 楽しく学校行事に参加できている。 38 24 5 1 4 72

５　その他

14 本校では、学校生活に必要な情報を家庭や生徒に提供している。 37 25 7 1 2 72

15 保護者がかかわる育友会（PTA)行事について知っている。 14 20 18 9 11 72

16 清掃活動がしっかり行われている。 31 28 11 2 0 72

17 本校の教職員は、生徒の健康管理に気を配っている。 33 20 15 4 0 72

パーカーの着用、スマホの所持を許して欲しい

もっと厳しくして欲しい
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令和７年度　学校評価（学校生活アンケート）　生徒用

回答者合計具 体 的 評 価 内 容
回答欄

《 評価　A：十分（良い）　Ｂ：おおむね十分　Ｃ：どちらとも言えない　Ｄ：やや不十分　E：不十分 》

１年　生徒　（７２）名回答

部活をもっと増やしてほしい

不登校の子達がいなくなるような明るく楽しい学校にしたい

みんなが仲良く、いじめのない学校生活にしたい

他クラス、他学年との交流をもっと増やして欲しい

もっと行事を増やしたら良いと思う



Ａ Ｂ Ｃ D E

1 本校の教育環境は充実している。 43% 40% 11% 0% 6% 100%

2 本校の教職員は、教育に熱心である。 49% 33% 13% 4% 1% 100%

3 学校生活は楽しい。 49% 31% 13% 4% 4% 100%

4 本校は、地域に根ざした教育活動を行っている。 44% 35% 19% 1% 0% 100%

5 生徒は、校則を良く守り、規律正しく生活している。 50% 40% 10% 0% 0% 100%

6 本校では、生活全般にわたる指導を行っている。 56% 28% 10% 6% 1% 100%

7 本校教職員は、生徒を良く理解し、対応している。 40% 35% 14% 7% 4% 100%

8 各学年に応じた進路指導が行われている。 50% 38% 10% 0% 3% 100%

9 進路情報が適切に提供されている。 53% 36% 10% 1% 0% 100%

10 進路目標達成に向けた指導を行っている。 47% 39% 11% 1% 1% 100%

11 部・同好会顧問として良く指導している。（指導してくれる。） 47% 24% 22% 4% 3% 100%

12 部・同好会活動が活発な学校である。 49% 26% 18% 4% 3% 100%

13 楽しく学校行事に参加できている。 53% 33% 7% 1% 6% 100%

14 本校では、学校生活に必要な情報を家庭や生徒に提供している。 51% 35% 10% 1% 3% 100%

15 保護者がかかわる育友会（PTA)行事について知っている。 19% 28% 25% 13% 15% 100%

16 清掃活動がしっかり行われている。 43% 39% 15% 3% 0% 100%

17 本校の教職員は、生徒の健康管理に気を配っている。 46% 28% 21% 6% 0% 100%

6

令和７年度　学校評価（学校生活アンケート）　生徒用

１年　生徒　（７２）名回答

《 評価　A：十分（良い）　Ｂ：おおむね十分　Ｃ：どちらとも言えない　Ｄ：やや不十分　E：不十分 》

具 体 的 評 価 内 容
回答欄

回答者合計

１　高校生活全般

2　生徒指導

３　進路指導

４　行事・特別活動

５　その他



Ａ Ｂ Ｃ D E

１　高校生活全般

1 本校の教育環境は充実している。 18 31 13 1 2 65

2 本校の教職員は、教育に熱心である。 32 23 8 1 1 65

3 学校生活は楽しい。 26 22 9 3 5 65

4 本校は、地域に根ざした教育活動を行っている。 28 21 13 2 1 65

2　生徒指導

5 生徒は、校則を良く守り、規律正しく生活している。 34 24 5 0 2 65

6 本校では、生活全般にわたる指導を行っている。 27 25 10 1 2 65

7 本校教職員は、生徒を良く理解し、対応している。 23 29 11 0 2 65

３　進路指導

8 各学年に応じた進路指導が行われている。 33 19 11 1 1 65

9 進路情報が適切に提供されている。 36 21 5 2 1 65

10 進路目標達成に向けた指導を行っている。 34 17 10 2 2 65

４　行事・特別活動

11 部・同好会顧問として良く指導している。（指導してくれる。） 27 14 19 1 4 65

12 部・同好会活動が活発な学校である。 23 18 17 3 4 65

13 楽しく学校行事に参加できている。 29 22 10 0 4 65

５　その他

14 本校では、学校生活に必要な情報を家庭や生徒に提供している。 24 26 12 1 2 65

15 保護者がかかわる育友会（PTA)行事について知っている。 13 14 21 7 10 65

16 清掃活動がしっかり行われている。 25 23 10 4 3 65

17 本校の教職員は、生徒の健康管理に気を配っている。 27 23 13 0 2 65

7

令和７年度　学校評価（学校生活アンケート）　生徒用

２年　生徒　（６５）名回答

《 評価　A：十分（良い）　Ｂ：おおむね十分　Ｃ：どちらとも言えない　Ｄ：やや不十分　E：不十分 》

具 体 的 評 価 内 容
回答欄

回答者合計

清掃活動の意識をもっと高められるような対策をしてほしい

スマホを集めるのをやめて欲しい。休み時間以外に使っている人がいても自己責任だと思う。



Ａ Ｂ Ｃ D E

1 本校の教育環境は充実している。 28% 48% 20% 2% 3% 100%

2 本校の教職員は、教育に熱心である。 49% 35% 12% 2% 2% 100%

3 学校生活は楽しい。 40% 34% 14% 5% 8% 100%

4 本校は、地域に根ざした教育活動を行っている。 43% 32% 20% 3% 2% 100%

5 生徒は、校則を良く守り、規律正しく生活している。 52% 37% 8% 0% 3% 100%

6 本校では、生活全般にわたる指導を行っている。 42% 38% 15% 2% 3% 100%

7 本校教職員は、生徒を良く理解し、対応している。 35% 45% 17% 0% 3% 100%

8 各学年に応じた進路指導が行われている。 51% 29% 17% 2% 2% 100%

9 進路情報が適切に提供されている。 55% 32% 8% 3% 2% 100%

10 進路目標達成に向けた指導を行っている。 52% 26% 15% 3% 3% 100%

11 部・同好会顧問として良く指導している。（指導してくれる。） 42% 22% 29% 2% 6% 100%

12 部・同好会活動が活発な学校である。 35% 28% 26% 5% 6% 100%

13 楽しく学校行事に参加できている。 45% 34% 15% 0% 6% 100%

14 本校では、学校生活に必要な情報を家庭や生徒に提供している。 37% 40% 18% 2% 3% 100%

15 保護者がかかわる育友会（PTA)行事について知っている。 20% 22% 32% 11% 15% 100%

16 清掃活動がしっかり行われている。 38% 35% 15% 6% 5% 100%

17 本校の教職員は、生徒の健康管理に気を配っている。 42% 35% 20% 0% 3% 100%

8

令和７年度　学校評価（学校生活アンケート）　生徒用

２年　生徒　（６５）名回答

《 評価　A：十分（良い）　Ｂ：おおむね十分　Ｃ：どちらとも言えない　Ｄ：やや不十分　E：不十分 》

具 体 的 評 価 内 容
回答欄

回答者合計

１　高校生活全般

2　生徒指導

３　進路指導

４　行事・特別活動

５　その他



Ａ Ｂ Ｃ D E

１　高校生活全般

1 本校の教育環境は充実している。 29 28 14 2 1 74

2 本校の教職員は、教育に熱心である。 39 25 7 2 1 74

3 学校生活は楽しい。 72 1 1 0 0 74

4 本校は、地域に根ざした教育活動を行っている。 37 25 10 1 1 74

2　生徒指導

5 生徒は、校則を良く守り、規律正しく生活している。 53 13 6 1 1 74

6 本校では、生活全般にわたる指導を行っている。 35 22 15 1 1 74

7 本校教職員は、生徒を良く理解し、対応している。 30 23 17 0 4 74

３　進路指導

8 各学年に応じた進路指導が行われている。 46 19 6 2 1 74

9 進路情報が適切に提供されている。 49 15 8 1 1 74

10 進路目標達成に向けた指導を行っている。 49 13 9 2 1 74

４　行事・特別活動

11 部・同好会顧問として良く指導している。（指導してくれる。） 43 13 13 0 5 74

12 部・同好会活動が活発な学校である。 32 20 16 5 1 74

13 楽しく学校行事に参加できている。 39 23 10 2 0 74

５　その他

14 本校では、学校生活に必要な情報を家庭や生徒に提供している。 41 17 11 4 1 74

15 保護者がかかわる育友会（PTA)行事について知っている。 18 15 24 6 11 74

16 清掃活動がしっかり行われている。 29 24 13 8 0 74

17 本校の教職員は、生徒の健康管理に気を配っている。 34 28 7 2 3 74

令和７年度　学校評価（学校生活アンケート）　生徒用

３年　生徒　（７４）名回答

《 評価　A：十分（良い）　Ｂ：おおむね十分　Ｃ：どちらとも言えない　Ｄ：やや不十分　E：不十分 》

具 体 的 評 価 内 容
回答欄

回答者合計

掃除が不十分だと思う。トイレの石鹸やハンドソープの確認、補充をこまめにする。

先生と生徒の情報共有があまりできていないと思う。

学校の目標を大きく掲げるなど、生徒と向き合い情報を共有したら変わると思う。

生徒が何を思い考え行動しているのか理解しようとしていくことからが大切だと思う

9

一人ひとりが服装の身だしなみの意識や、授業中の私語をなくせば楽しく学校生活を送れると
思います。

もっと体育祭や学校行事を増やしたほうが面白くなると思います。

クラスマッチなど他クラス、他学年との交流を深める時間をもっと多くしたほうがより良くな
ると思います。

パンの販売も週一ではなくもっと頻度を増やしてほしいです。

テストの順位を出して欲しい。



Ａ Ｂ Ｃ D E

1 本校の教育環境は充実している。 39% 38% 19% 3% 1% 100%

2 本校の教職員は、教育に熱心である。 53% 34% 9% 3% 1% 100%

3 学校生活は楽しい。 97% 1% 1% 0% 0% 100%

4 本校は、地域に根ざした教育活動を行っている。 50% 34% 14% 1% 1% 100%

5 生徒は、校則を良く守り、規律正しく生活している。 72% 18% 8% 1% 1% 100%

6 本校では、生活全般にわたる指導を行っている。 47% 30% 20% 1% 1% 100%

7 本校教職員は、生徒を良く理解し、対応している。 41% 31% 23% 0% 5% 100%

8 各学年に応じた進路指導が行われている。 62% 26% 8% 3% 1% 100%

9 進路情報が適切に提供されている。 66% 20% 11% 1% 1% 100%

10 進路目標達成に向けた指導を行っている。 66% 18% 12% 3% 1% 100%

11 部・同好会顧問として良く指導している。（指導してくれる。） 58% 18% 18% 0% 7% 100%

12 部・同好会活動が活発な学校である。 43% 27% 22% 7% 1% 100%

13 楽しく学校行事に参加できている。 53% 31% 14% 3% 0% 100%

14 本校では、学校生活に必要な情報を家庭や生徒に提供している。 55% 23% 15% 5% 1% 100%

15 保護者がかかわる育友会（PTA)行事について知っている。 24% 20% 32% 8% 15% 100%

16 清掃活動がしっかり行われている。 39% 32% 18% 11% 0% 100%

17 本校の教職員は、生徒の健康管理に気を配っている。 46% 38% 9% 3% 4% 100%

10

令和７年度　学校評価（学校生活アンケート）　生徒用

３年　生徒　（７４）名回答

《 評価　A：十分（良い）　Ｂ：おおむね十分　Ｃ：どちらとも言えない　Ｄ：やや不十分　E：不十分 》

具 体 的 評 価 内 容
回答欄

回答者合計

１　高校生活全般

2　生徒指導

３　進路指導

４　行事・特別活動

５　その他



Ａ Ｂ Ｃ D E

１　高校生活全般

1 本校の教育環境は充実している。 78 88 35 3 7 211

2 本校の教職員は、教育に熱心である。 106 72 24 6 3 211

3 学校生活は楽しい。 133 45 19 6 8 211

4 本校は、地域に根ざした教育活動を行っている。 97 71 37 4 2 211

2　生徒指導

5 生徒は、校則を良く守り、規律正しく生活している。 123 66 18 1 3 211

6 本校では、生活全般にわたる指導を行っている。 102 67 32 6 4 211

7 本校教職員は、生徒を良く理解し、対応している。 82 77 38 5 9 211

３　進路指導

8 各学年に応じた進路指導が行われている。 115 65 24 3 4 211

9 進路情報が適切に提供されている。 123 62 20 4 2 211

10 進路目標達成に向けた指導を行っている。 117 58 27 5 4 211

４　行事・特別活動

11 部・同好会顧問として良く指導している。（指導してくれる。） 104 44 48 4 11 211

12 部・同好会活動が活発な学校である。 90 57 46 11 7 211

13 楽しく学校行事に参加できている。 106 69 25 3 8 211

５　その他

14 本校では、学校生活に必要な情報を家庭や生徒に提供している。 102 68 30 6 5 211

15 保護者がかかわる育友会（PTA)行事について知っている。 45 49 63 22 32 211

16 清掃活動がしっかり行われている。 85 75 34 14 3 211

17 本校の教職員は、生徒の健康管理に気を配っている。 94 71 35 6 5 211

11

令和７年度　学校評価（学校生活アンケート）　生徒用

　生徒合計　（２１１）名回答

《 評価　A：十分（良い）　Ｂ：おおむね十分　Ｃ：どちらとも言えない　Ｄ：やや不十分　E：不十分 》

具 体 的 評 価 内 容
回答欄

回答者合計

各学年、学年集計に記載



Ａ Ｂ Ｃ D E

1 本校の教育環境は充実している。 37% 42% 17% 1% 3% 100%

2 本校の教職員は、教育に熱心である。 50% 34% 11% 3% 1% 100%

3 学校生活は楽しい。 63% 21% 9% 3% 4% 100%

4 本校は、地域に根ざした教育活動を行っている。 46% 34% 18% 2% 1% 100%

5 生徒は、校則を良く守り、規律正しく生活している。 58% 31% 9% 0% 1% 100%

6 本校では、生活全般にわたる指導を行っている。 48% 32% 15% 3% 2% 100%

7 本校教職員は、生徒を良く理解し、対応している。 39% 36% 18% 2% 4% 100%

8 各学年に応じた進路指導が行われている。 55% 31% 11% 1% 2% 100%

9 進路情報が適切に提供されている。 58% 29% 9% 2% 1% 100%

10 進路目標達成に向けた指導を行っている。 55% 27% 13% 2% 2% 100%

11 部・同好会顧問として良く指導している。（指導してくれる。） 49% 21% 23% 2% 5% 100%

12 部・同好会活動が活発な学校である。 43% 27% 22% 5% 3% 100%

13 楽しく学校行事に参加できている。 50% 33% 12% 1% 4% 100%

14 本校では、学校生活に必要な情報を家庭や生徒に提供している。 48% 32% 14% 3% 2% 100%

15 保護者がかかわる育友会（PTA)行事について知っている。 21% 23% 30% 10% 15% 100%

16 清掃活動がしっかり行われている。 40% 36% 16% 7% 1% 100%

17 本校の教職員は、生徒の健康管理に気を配っている。 45% 34% 17% 3% 2% 100%

12

各学年、学年集計に記載

令和７年度　学校評価（学校生活アンケート）　生徒用

　生徒合計　（２１１）名回答

《 評価　A：十分（良い）　Ｂ：おおむね十分　Ｃ：どちらとも言えない　Ｄ：やや不十分　E：不十分 》

具 体 的 評 価 内 容
回答欄

回答者合計

１　高校生活全般

2　生徒指導

３　進路指導

４　行事・特別活動

５　その他



Ａ Ｂ C D E

１　高校生活全般

1 本校の教育環境は充実している。 28 19 9 0 0 56

2 本校の教職員は、教育に熱心である。 24 20 12 0 0 56

3 本校に入学させて良かった。 34 17 3 2 0 56

4 本校は、地域に根ざした教育活動を行っている。 25 22 9 0 0 56

2　生徒指導

5 生徒は、校則を良く守り、規律正しく生活している。 21 20 13 2 0 56

6 本校では、生活全般にわたる指導を行っている。 21 25 9 1 0 56

7 本校教職員は、生徒を良く理解し、対応している。 25 20 9 1 1 56

３　進路指導

8 各学年に応じた進路指導が行われている。 28 18 9 1 0 56

9 学校から進路情報は届いている。 15 19 17 4 1 56

10 進路目標達成に向けた指導を行っている。 20 14 20 2 0 56

４　行事・特別活動

11 部・同好会顧問として良く指導している。（指導してくれている。） 19 16 19 2 0 56

12 部・同好会活動が活発な学校である。 15 20 18 2 1 56

13 学校行事は生徒育成に役立っている。 24 26 5 1 0 56

５　その他

14 本校では、学校生活に必要な情報を家庭や生徒に提供している。 19 24 11 1 1 56

15 育友会（PTA）活動は有効にそして活発に行われている。 13 21 21 0 1 56

16 清掃活動が行き届いた学校である。 20 24 11 1 0 56

17 本校の教職員は、生徒の健康管理に気を配っている。 21 21 13 1 0 56

13

令和７年度　学校評価（学校生活アンケート）　保護者用

１年　保護者　（５６）名回答

《　評価　　　A：十分　Ｂ：おおむね十分　Ｃ：どちらとも言えない　Ｄ：やや不十分　E：不十分　》

回答者合計具 体 的 評 価 内 容
回答欄

学校生活の思い出として、体育祭を実施して欲しいです

一部意地の悪い女子生徒がいて、度々嫌な思いをしています。先生方が気付いているのかどうかは分かりませんが、
子供達の事もよく見ていただけると助かります。

制服のシャツですが、夏用の生地で長袖を作って欲しいです。夏の時期、少し寒いなと感じたら着れるように。周り
の高校では、校章入りの長袖シャツがあります。

皆平等な指導を望みます



Ａ Ｂ C D E

1 本校の教育環境は充実している。 50% 34% 16% 0% 0% 100%

2 本校の教職員は、教育に熱心である。 43% 36% 21% 0% 0% 100%

3 本校に入学させて良かった。 61% 30% 5% 4% 0% 100%

4 本校は、地域に根ざした教育活動を行っている。 45% 39% 16% 0% 0% 100%

5 生徒は、校則を良く守り、規律正しく生活している。 38% 36% 23% 4% 0% 100%

6 本校では、生活全般にわたる指導を行っている。 38% 45% 16% 2% 0% 100%

7 本校教職員は、生徒を良く理解し、対応している。 45% 36% 16% 2% 2% 100%

8 各学年に応じた進路指導が行われている。 50% 32% 16% 2% 0% 100%

9 学校から進路情報は届いている。 27% 34% 30% 7% 2% 100%

10 進路目標達成に向けた指導を行っている。 36% 25% 36% 4% 0% 100%

11 部・同好会顧問として良く指導している。（指導してくれている。） 34% 29% 34% 4% 0% 100%

12 部・同好会活動が活発な学校である。 27% 36% 32% 4% 2% 100%

13 学校行事は生徒育成に役立っている。 43% 46% 9% 2% 0% 100%

14 本校では、学校生活に必要な情報を家庭や生徒に提供している。 34% 43% 20% 2% 2% 100%

15 育友会（PTA）活動は有効にそして活発に行われている。 23% 38% 38% 0% 2% 100%

16 清掃活動が行き届いた学校である。 36% 43% 20% 2% 0% 100%

17 本校の教職員は、生徒の健康管理に気を配っている。 38% 38% 23% 2% 0% 100%

14

令和７年度　学校評価（学校生活アンケート）　保護者用

１年　保護者　（５６）名回答

《　評価　　　A：十分　Ｂ：おおむね十分　Ｃ：どちらとも言えない　Ｄ：やや不十分　E：不十分　》

具 体 的 評 価 内 容
回答欄

回答者合計

１　高校生活全般

2　生徒指導

３　進路指導

４　行事・特別活動

５　その他



Ａ Ｂ C D E

１　高校生活全般

1 本校の教育環境は充実している。 16 23 13 0 0 52

2 本校の教職員は、教育に熱心である。 17 23 11 0 1 52

3 本校に入学させて良かった。 31 17 2 1 1 52

4 本校は、地域に根ざした教育活動を行っている。 18 25 6 2 1 52

2　生徒指導

5 生徒は、校則を良く守り、規律正しく生活している。 15 19 15 2 1 52

6 本校では、生活全般にわたる指導を行っている。 10 30 10 1 1 52

7 本校教職員は、生徒を良く理解し、対応している。 14 26 10 1 1 52

３　進路指導

8 各学年に応じた進路指導が行われている。 16 25 10 0 1 52

9 学校から進路情報は届いている。 14 19 15 2 2 52

10 進路目標達成に向けた指導を行っている。 11 22 17 1 1 52

４　行事・特別活動

11 部・同好会顧問として良く指導している。（指導してくれている。） 15 17 17 2 1 52

12 部・同好会活動が活発な学校である。 11 16 19 5 1 52

13 学校行事は生徒育成に役立っている。 19 25 6 1 1 52

５　その他

14 本校では、学校生活に必要な情報を家庭や生徒に提供している。 13 28 8 1 2 52

15 育友会（PTA）活動は有効にそして活発に行われている。 5 23 21 1 2 52

16 清掃活動が行き届いた学校である。 13 28 8 2 1 52

17 本校の教職員は、生徒の健康管理に気を配っている。 16 23 12 0 1 52

15

令和７年度　学校評価（学校生活アンケート）　保護者用

２年　保護者　（５２）名回答

《　評価　　　A：十分　Ｂ：おおむね十分　Ｃ：どちらとも言えない　Ｄ：やや不十分　E：不十分　》

具 体 的 評 価 内 容
回答欄

回答者合計

学校の様子がよくわからないので、お手伝い（バザー発券作業など）できることがありましたら、お声かけいただきた
いです。いつもありがとうございます

お世話になります。卒業に向けてこれからもお願いします



Ａ Ｂ C D E

1 本校の教育環境は充実している。 31% 44% 25% 0% 0% 100%

2 本校の教職員は、教育に熱心である。 33% 44% 21% 0% 2% 100%

3 本校に入学させて良かった。 60% 33% 4% 2% 2% 100%

4 本校は、地域に根ざした教育活動を行っている。 35% 48% 12% 4% 2% 100%

5 生徒は、校則を良く守り、規律正しく生活している。 29% 37% 29% 4% 2% 100%

6 本校では、生活全般にわたる指導を行っている。 19% 58% 19% 2% 2% 100%

7 本校教職員は、生徒を良く理解し、対応している。 27% 50% 19% 2% 2% 100%

8 各学年に応じた進路指導が行われている。 31% 48% 19% 0% 2% 100%

9 学校から進路情報は届いている。 27% 37% 29% 4% 4% 100%

10 進路目標達成に向けた指導を行っている。 21% 42% 33% 2% 2% 100%

11 部・同好会顧問として良く指導している。（指導してくれている。） 29% 33% 33% 4% 2% 100%

12 部・同好会活動が活発な学校である。 21% 31% 37% 10% 2% 100%

13 学校行事は生徒育成に役立っている。 37% 48% 12% 2% 2% 100%

14 本校では、学校生活に必要な情報を家庭や生徒に提供している。 25% 54% 15% 2% 4% 100%

15 育友会（PTA）活動は有効にそして活発に行われている。 10% 44% 40% 2% 4% 100%

16 清掃活動が行き届いた学校である。 25% 54% 15% 4% 2% 100%

17 本校の教職員は、生徒の健康管理に気を配っている。 31% 44% 23% 0% 2% 100%

16

令和７年度　学校評価（学校生活アンケート）　保護者用

２年　保護者　（５２）名回答

《　評価　　　A：十分　Ｂ：おおむね十分　Ｃ：どちらとも言えない　Ｄ：やや不十分　E：不十分　》

具 体 的 評 価 内 容
回答欄

回答者合計

１　高校生活全般

2　生徒指導

３　進路指導

４　行事・特別活動

５　その他



Ａ Ｂ C D E

１　高校生活全般

1 本校の教育環境は充実している。 21 17 9 2 0 49

2 本校の教職員は、教育に熱心である。 16 22 9 1 1 49

3 本校に入学させて良かった。 32 11 5 1 0 49

4 本校は、地域に根ざした教育活動を行っている。 16 20 13 0 0 49

2　生徒指導

5 生徒は、校則を良く守り、規律正しく生活している。 15 24 5 3 2 49

6 本校では、生活全般にわたる指導を行っている。 13 25 8 3 0 49

7 本校教職員は、生徒を良く理解し、対応している。 17 22 6 2 2 49

３　進路指導

8 各学年に応じた進路指導が行われている。 17 24 7 1 0 49

9 学校から進路情報は届いている。 14 23 11 1 0 49

10 進路目標達成に向けた指導を行っている。 19 20 10 0 0 49

４　行事・特別活動

11 部・同好会顧問として良く指導している。（指導してくれている。） 13 13 20 2 1 49

12 部・同好会活動が活発な学校である。 7 16 19 5 2 49

13 学校行事は生徒育成に役立っている。 14 24 11 0 0 49

５　その他

14 本校では、学校生活に必要な情報を家庭や生徒に提供している。 11 27 10 1 0 49

15 育友会（PTA）活動は有効にそして活発に行われている。 6 28 13 1 1 49

16 清掃活動が行き届いた学校である。 15 23 10 1 0 49

17 本校の教職員は、生徒の健康管理に気を配っている。 14 25 8 2 0 49
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令和７年度　学校評価（学校生活アンケート）　保護者用

３年　保護者　（４９）名回答

《　評価　　　A：十分　Ｂ：おおむね十分　Ｃ：どちらとも言えない　Ｄ：やや不十分　E：不十分　》

具 体 的 評 価 内 容
回答欄

回答者合計

先生方に良くしてもらっていると話を聞きます。本当に感謝しかありません。子供達のためにいつもありがとうござ
います。

売店がなく近くにコンビニも無いのでせっかく調理科があるのでうまく活用した方が良いと思います。まずは生徒に
ワンコインからの提供人数制限から始め、アンケートをとり改善すべきことは改善し今後の地域のイベントにも率先
して参加できるかと思います。そして、お弁当を温めるためのレンジが設置、使用できると助かります。
携帯電話も子供たちの自由に扱えるような体制が現代的かとおもいます。



Ａ Ｂ C D E

1 本校の教育環境は充実している。 43% 35% 18% 4% 0% 100%

2 本校の教職員は、教育に熱心である。 33% 45% 18% 2% 2% 100%

3 本校に入学させて良かった。 65% 22% 10% 2% 0% 100%

4 本校は、地域に根ざした教育活動を行っている。 33% 41% 27% 0% 0% 100%

5 生徒は、校則を良く守り、規律正しく生活している。 31% 49% 10% 6% 4% 100%

6 本校では、生活全般にわたる指導を行っている。 27% 51% 16% 6% 0% 100%

7 本校教職員は、生徒を良く理解し、対応している。 35% 45% 12% 4% 4% 100%

8 各学年に応じた進路指導が行われている。 35% 49% 14% 2% 0% 100%

9 学校から進路情報は届いている。 29% 47% 22% 2% 0% 100%

10 進路目標達成に向けた指導を行っている。 39% 41% 20% 0% 0% 100%

11 部・同好会顧問として良く指導している。（指導してくれている。） 27% 27% 41% 4% 2% 100%

12 部・同好会活動が活発な学校である。 14% 33% 39% 10% 4% 100%

13 学校行事は生徒育成に役立っている。 29% 49% 22% 0% 0% 100%

14 本校では、学校生活に必要な情報を家庭や生徒に提供している。 22% 55% 20% 2% 0% 100%

15 育友会（PTA）活動は有効にそして活発に行われている。 12% 57% 27% 2% 2% 100%

16 清掃活動が行き届いた学校である。 31% 47% 20% 2% 0% 100%

17 本校の教職員は、生徒の健康管理に気を配っている。 29% 51% 16% 4% 0% 100%
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令和７年度　学校評価（学校生活アンケート）　保護者用

３年　保護者　（４９）名回答

《　評価　　　A：十分　Ｂ：おおむね十分　Ｃ：どちらとも言えない　Ｄ：やや不十分　E：不十分　》

具 体 的 評 価 内 容
回答欄

回答者合計

１　高校生活全般

2　生徒指導

３　進路指導

４　行事・特別活動

５　その他



Ａ Ｂ C D E

1 本校の教育環境は充実している。 65 59 31 2 0 157

2 本校の教職員は、教育に熱心である。 57 65 32 1 2 157

3 本校に入学させて良かった。 97 45 10 4 1 157

4 本校は、地域に根ざした教育活動を行っている。 59 67 28 2 1 157

5 生徒は、校則を良く守り、規律正しく生活している。 51 63 33 7 3 157

6 本校では、生活全般にわたる指導を行っている。 44 80 27 5 1 157

7 本校教職員は、生徒を良く理解し、対応している。 56 68 25 4 4 157

8 各学年に応じた進路指導が行われている。 61 67 26 2 1 157

9 学校から進路情報は届いている。 43 61 43 7 3 157

10 進路目標達成に向けた指導を行っている。 50 56 47 3 1 157

11 部・同好会顧問として良く指導している。（指導してくれている。） 47 46 56 6 2 157

12 部・同好会活動が活発な学校である。 33 52 56 12 4 157

13 学校行事は生徒育成に役立っている。 57 75 22 2 1 157

14 本校では、学校生活に必要な情報を家庭や生徒に提供している。 43 79 29 3 3 157

15 育友会（PTA）活動は有効にそして活発に行われている。 24 72 55 2 4 157

16 清掃活動が行き届いた学校である。 48 75 29 4 1 157

17 本校の教職員は、生徒の健康管理に気を配っている。 51 69 33 3 1 157
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各学年、学年集計に記載

令和７年度　学校評価（学校生活アンケート）　保護者用

保護者合計　（１５７）名回答

《　評価　　　A：十分　Ｂ：おおむね十分　Ｃ：どちらとも言えない　Ｄ：やや不十分　E：不十分　》

具 体 的 評 価 内 容
回答欄

回答者合計

１　高校生活全般

2　生徒指導

３　進路指導

４　行事・特別活動

５　その他



Ａ Ｂ C D E

1 本校の教育環境は充実している。 41% 38% 20% 1% 0% 100%

2 本校の教職員は、教育に熱心である。 36% 41% 20% 1% 1% 100%

3 本校に入学させて良かった。 62% 29% 6% 3% 1% 100%

4 本校は、地域に根ざした教育活動を行っている。 38% 43% 18% 1% 1% 100%

5 生徒は、校則を良く守り、規律正しく生活している。 32% 40% 21% 4% 2% 100%

6 本校では、生活全般にわたる指導を行っている。 28% 51% 17% 3% 1% 100%

7 本校教職員は、生徒を良く理解し、対応している。 36% 43% 16% 3% 3% 100%

8 各学年に応じた進路指導が行われている。 39% 43% 17% 1% 1% 100%

9 学校から進路情報は届いている。 27% 39% 27% 4% 2% 100%

10 進路目標達成に向けた指導を行っている。 32% 36% 30% 2% 1% 100%

11 部・同好会顧問として良く指導している。（指導してくれている。） 30% 29% 36% 4% 1% 100%

12 部・同好会活動が活発な学校である。 21% 33% 36% 8% 3% 100%

13 学校行事は生徒育成に役立っている。 36% 48% 14% 1% 1% 100%

14 本校では、学校生活に必要な情報を家庭や生徒に提供している。 27% 50% 18% 2% 2% 100%

15 育友会（PTA）活動は有効にそして活発に行われている。 15% 46% 35% 1% 3% 100%

16 清掃活動が行き届いた学校である。 31% 48% 18% 3% 1% 100%

17 本校の教職員は、生徒の健康管理に気を配っている。 32% 44% 21% 2% 1% 100%
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各学年、学年集計に記載

令和７年度　学校評価（学校生活アンケート）　保護者用

保護者合計　（１５７）名回答

《　評価　　　A：十分　Ｂ：おおむね十分　Ｃ：どちらとも言えない　Ｄ：やや不十分　E：不十分　》

具 体 的 評 価 内 容
回答欄

回答者合計

１　高校生活全般

2　生徒指導

３　進路指導

４　行事・特別活動

５　その他



1 64.0 % 29.7 % 4.6 % 1.7 %

2 64.1 % 29.0 % 5.1 % 1.8 %

3 68.0 % 26.6 % 4.2 % 1.2 %

4 64.4 % 28.3 % 6.0 % 1.3 %

5 70.5 % 25.4 % 2.2 % 2.0 %

6 61.8 % 28.9 % 7.4 % 1.9 %

7 58.9 % 30.4 % 8.0 % 2.7 %

8 64.1 % 30.2 % 3.9 % 1.8 %

9 58.8 % 31.9 % 6.5 % 2.9 %

10 62.8 % 28.6 % 6.1 % 2.5 %

クラス全体で真剣に授業に取り組む雰囲気がある。

授業内容がよく理解できた。

授業に積極的に参加した。

説明䛿てい䛽いで聞き取りやすかった。

指示䛿わかりやすく、板書䛿見やすかった。

授業䛾進度䛿適切であった。

生徒䛾理解を確認しながら授業を行っていた。

先生䛿熱意をもって教えてくれた。

令和７年度　第１回　授業評価　集計結果

質問項目 ４ ３ ２ １

授業内容䛿興味深いも䛾であった。

授業を通して新しい知識・技能・考え方が身についた。

４：あて䛿まる　　３：だいたいあて䛿まる　　２：あまりあて䛿まらない　　１：あて䛿まらない

教科 考　　　　　　　　　　察

令和７年度　第１回　授業評価　考察（そ䛾１）

国語

否定的意見が最も多い䛾が、「クラス全体で真剣に授業に取り組む雰囲気がある。」䛾項目である。これ䛿
我々䛾独りよがり䛾授業と言い換えられてしまう。理解させようと必死にするだけでなく、やる気を引き出す工
夫をこれからも行いたい。個々䛾感想を読むとほとんど䛾生徒が「楽しい」と回答してくれており、今後も一層
䛾精進をしていく必要がある。

社会

全体を通してみると、否定的意見が１割超えているも䛾が半分もある。そ䛾中で最も高い質問が「授業内容が
理解できた」が１６％だった。どうすれ䜀授業内容を理解してもらえるか、試行錯誤しながら授業改善を試みた
いと思う。

数学

概䛽肯定的な評価が多かったが、「６．クラス全体で真剣に取り組む雰囲気がある。」と「８．授業に積極的に
参加した。」について䛿、評価Ａ䛾割合として䛿低くなっている。こ䛾２項目䛿、３観点䛾うち「主体的に学習に
取り組む態度」に関わってくる䛾で、積極的に参加できる事前䛾動機づけとクラス全体で取り組める雰囲気づ
くりをしっかりとして、生徒が自ら学べる環境を整えていけ䜀授業にクラス全体で取り組み活気䛾ある授業に
できると思う。IC㼀などをもっと活用して今後䛾授業につなげていきたい。
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理科

「授業䛾内容が良く理解できた」か。という問いに２１％䛾生徒が否定的な回答を行っており、授業䛾内容が理解できていない
状況がうかがえる。「説明䛿丁寧で聞き取りやすすかった」・「指示䛿分かりやすく、板書䛿見やすかった」という問いに䛿９割を
超える生徒が肯定的な回答をしていることなどから推測するに、そ䛾時、そ䛾時に䛿学習内容を分かった気になるが、定着して
折らず、全体的に䛿十分な学力が付いていないことが考えられる。授業中䛾質問などから小学や中学で䛾学習内容が理解で
きていない状況も見受けられる。今後䛿これまで以上に基礎基本䛾定着に重点を置いた指導が必要で䛿あるが、一方で教科
書を終えることができなくなる䛾で、大きな授業改革が難しい。

保健体育

全体的に概䛽良好と言えるが、質問１０「授業をとおして新しい知識・技能・考え方が身についた。」䛾項目で
約1割䛾生徒が否定的な回答があったことから技術的な指導に課題を残したといえる。　質問３「授業䛾進度
䛿適切である。」䛾項目䛿９９％が肯定的だったことを考えると、時間䛿かけたが技能䛿身につかなかったと
いうことになる。今後䛾授業で知識や技能や考え方をど䛾ように指導していけ䜀効率よく能力が身につくかを
考えていきたい。

芸術

全体的に肯定的回答が高水準で推移した。特に「授業䛾進度」「教員䛾熱意」「積極的参加」において安定し
た結果がみられる。
　本単元で䛿、リズム活動、鑑賞、創作、合唱等を組み合わせ、多様な活動形態を計画的に配置した。活動䛾
幅をもたせたことにより、生徒が主体的に係る場面を確保できたことが、評価䛾安定につながったも䛾と考え
る。今後も多様な学習形態を効果的に組み合わせ、主体的な学習䛾継続的充実を図りたい。

外国語

分かりやすいと䛾声が多くありがたく感じている。しかし、今後主体的な活動が必要になってくる為、今後䛾授
業展開䛾幅を広げるためにも教員間で意見交換をしながら知識を深めていきたいと思う。

情報

項目８䛾肯定的な回答が最も多い䛾䛿、タブレット端末を積極的に使用する授業をしていることが要因と思わ
れる。欠席した生徒も遅れを取り戻せるよう２時間以上にわたって１つ䛾テーマを扱うように意識している。こ
䛾結果䛿䛽らい通りと言える。今後䛾授業で、普通科１年生に䛿情報䛾授業がこれから䛾学校生活で基盤に
なるも䛾であると理解させたい。調理科２年生について䛿、情報に関する知識や機器を応用して、さらに充実
した学校生活が送れるようにしたい。



令和７年度　第１回　授業評価　考察（そ䛾２）

教科 考　　　　　　　　　　察

家庭

概䛽肯定的な意見が多い。授業に積極的に参加したが、「授業内容が良く理解できた」䛾項目が低く評価を
されている。時間をかけて説明した内容䛿、生徒䛾知識として身についているような䛾で、授業展開を工夫す
る。また、「クラス全体で真剣に取り組む雰囲気がある」が一番否定的な結果となった。今後䛿、全体へ䛾問
や、周囲と䛾対話䛾時間を効果的に使い、クラス全体で学びを深めていける環境づくりにも努めたい。

総合的な探
究䛾時間

こ䛾教科で䛿、昨年に引き続き、㻿DGｓを学んだが、３年で䛿それに加えて金融取引に関する内容䛾一環と
して株式に関する基本的な内容と、シュミレーションを学んだ。概䛽肯定的な評価が９割を超えているが、他
䛾教科と比較してみると、肯定的な意見䛾中で、「だいたいそう思う」というやや弱い肯定意見が多いことが
わかる。こ䛾教科で䛿何を学ぶか䛾目的意識がやや低い䛾で䛿ないかと感じている。授業始め䛾ガイダン
スが重要だと考える。

キャリア
デザインⅠ群

こ䛾教科䛿、保育技術・保育音楽、スポーツ実習・スポーツ科学という保育コース、スポーツコース䛾内容と、
ベーシック・キャリアアップ・パソコンなど、普通コースに関わる内容を学んでいる。概䛽肯定的な評価が得ら
れている。

キャリア
デザインⅡ群

ダンス・ピアノ・フラワーアレンジメント・フリーアート䛾他、東アジア言語を選択できる。第1希望䛾選に漏れる
生徒も若干存在するが、生徒保護者䛾了解を元に第2希望等へ移動してもらっている。東アジア言語䛿、本
学大学と䛾古代連携䛾教科で、入学前に大学䛾単位を取得でき、本校䛾特色䛾一つである。
全体的に９割以上が肯定的な評価である。

調理

全体評価として䛿肯定的䛿評価が多く、概䛽良好な評価を得ることが出来ている。専門教科であり、生徒䛾
関心も高いと感じる。今後䛿、丁寧な説明を継続するとともに、基礎実技䛾定着を図りながら、更に積極的に
取り組める活動を工夫していきたい。
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1 62.0 % 31.2 % 4.7 % 2.0 %

2 59.9 % 32.6 % 5.2 % 2.3 %

3 61.0 % 33.3 % 3.8 % 1.9 %

4 61.2 % 32.2 % 4.4 % 2.1 %

5 64.4 % 31.4 % 2.4 % 1.8 %

6 53.9 % 36.3 % 7.3 % 2.4 %

7 54.6 % 35.7 % 7.5 % 2.2 %

8 62.2 % 34.8 % 2.0 % 1.0 %

9 55.3 % 34.6 % 7.4 % 2.7 %

10 59.2 % 35.5 % 3.0 % 2.4 %

令和７年度　第2回　授業評価　集計結果

質問項目 ４ ３ ２ １

令和７年度　第2回　授業評価　考察（そ䛾１）

説明䛿てい䛽いで聞き取りやすかった。

指示䛿わかりやすく、板書䛿見やすかった。

授業䛾進度䛿適切であった。

生徒䛾理解を確認しながら授業を行っていた。

先生䛿熱意をもって教えてくれた。

クラス全体で真剣に授業に取り組む雰囲気がある。

授業内容がよく理解できた。

授業に積極的に参加した。

授業内容䛿興味深いも䛾であった。

授業を通して新しい知識・技能・考え方が身についた。

４：そう思う　　３：だいたいそう思う　　２：あまりそう思わない　　１：そう思わない

教科 考　　　　　　　　　　察

国語

国語という教科䛾特性上苦手意識をもつ生徒䛿比較的少ないため評価も高くなりやすい。だからこそ評価が
少しでも低い質問について検討する余地がある。一番評価が低い質問䛿「クラス全体で真剣に授業に取り組
む雰囲気がある。」である。板書を写し、教員䛾説明を聞くという従来䛾授業スタイルで䛿なく、全員が主体的
に取り組むよう工夫をしているが、まだ不十分であるようだ。高評価だけに目を向ける䛾で䛿なく、少しでも生
徒䛾満足度を上げられる授業を引き続きしていきたい。

社会

気になる点䛿「指示䛿分かりやすく、板書䛿見やすかった」䛾質問に対し、否定䛿１３％もいるところだ。授業
内䛾説明や板書䛾仕方など改善しなけれ䜀ならないと感じた。また、同様に「授業内容が理解できた」䛾質問
に対しても否定が１３％おり、先ほど䛾結果と繋がっている感じとれる。従って、来年度こそ䛿まず䛿否定ポイ
ントを１割未満䛾目指していきたいと思う。

数学

１回目と比較すると、肯定的な評価が多かったが、評価A䛾割合が下がり、評価B䛾割合が上がっている䛾が
気になるところである。また、「９．授業内容䛿興味深いも䛾だった。」に関しても評価A䛾割合が下がっている
ようである。１回目䛾考察でも述べたが、前述䛾項目䛿「主体的に学習に取り組む態度」に関わってくる䛾で、
いかに授業䛾内容に興味を持ってもらい、生徒が自らが進んで授業に参加できるかを今後䛾授業䛾課題にし
ていきたい。

理科

概䛽アンケート結果䛿、肯定的な意見が多かったが、「説明䛿丁寧で聞き取りやすかった。」䛿、１ポイント向
上したが、「指示䛿分かりやすく、板書䛿見やすかった。」䛿３ポイント「授業䛾進度䛿適切である。」䛿２ポイン
ト、「生徒䛾理解度を確認しながら授業を行っている。」䛿、３ポイントなど、全体的に数ポイント䛾下落がみら
れる。３学期に入って、進度䛾遅れを取り戻すために急いだ事に起因すると考えられる。指導する内容を絞っ
て、配分を検討したいと考える。

保健体育

第１回䛾結果より肯定的な回答䛾割合が下がっている䛾が気になるところである。近年上昇傾向にあっただ
けにここにきて一気に下がった䛾䛿残念であった。本年度䛿見学や欠席䛾生徒が多く、本来䛾体育䛾楽しさ
を伝えられなかったことも要因と一つだと考えられる。今後䛿授業に参加したくなるような授業を展開してい
き、体育嫌いを減らしていく努力をしていきたいと思う。

芸術

今回䛾単元䛿、合奏（トーンチャイム）、合唱を中心とした継続的・協働的学習を軸に構成した。
　肯定的解答䛿概䛽高水準を維持しているが、前回䛾授業評価と比較すると一部項目で数値䛾変動が見ら
れた。本単元䛿、技能䛾定着及び表現䛾完成度向上を目的とした活動であり、協働的学習䛾特性が評価に
反映されたも䛾と考える。今後䛿、活動設計や役割設定䛾工夫を行い、個々䛾参加実感を高める授業を展開
し、学習䛾質䛾向上を図りたい。

外国語

授業評価䛾結果を受けて良い評価を頂いていると感じている。分かりやすさや丁寧さを今後も意識していきた
いと感じている。しかし、知識や応用䛾部分で今後課題が残っているため、分かりやすさ、丁寧さに加えて知
識や応用につながる授業展開が今後必要だと感じている。

情報

質問８・９・１０に関して肯定的な回答が多いこと䛿、授業実施者として䛿良い結果であると感じている。AIや
㻿N㻿䛿生徒にとっても関心䛾高い分野であり、生徒にとって便利なも䛾でもあり、難しいも䛾でもあり、怖いも
䛾でもある。生徒自身もそ䛾自覚があり、正しい知識や新しい知識を身につけることを望んでいると言える。
来年度も生徒に新しい気づきを提供できるような授業を展開したい。
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調理

後期授業で䛿行事や、調理科で䛾取り組みも多く、アンケート結果からも「積極的に参加した」䛾項目䛾否定
的な意見が前期に比べ少なくなり、更に関心が高まったように感じる。「授業䛾内容で身についた知識・技術
䛿何ですか。」という質問に対しも、各学年で学䜀せたい、身に付けさせたい内容が実際に生徒に身について
いるようで良かった。前期で基礎技術を身につけ、後期で応用的な活動ができている䛾で、今後も続け、座学
と実習䛾横断的学習をより深めながら、実践力を養っていきたい。

総合的な探
究䛾時間

1回目䛾評価に比べ、全体的に「そう思う」が減少し、「だいたいそう思う」が増えているが、「あまりそう思わな
い」、「そう思わない」䛾否定的意見䛿減少している。
否定的な生徒䛿減ったも䛾䛾、やや満足度が下がっていると考える。

家庭

前期より、全体的に肯定的な評価が多くなっている。「授業に積極的に参加した」䛿肯定的な評価が100％に
なっているが、「授業に内容が良く理解できた」䛾項目と結果が繋がっておらず、より理解が深まるよう、日常
生活と䛾関連付けを強め、生活䛾中で䛾行動につなげられる授業づくりを目指していきたい。

考　　　　　　　　　　察

キャリア
デザインⅠ群

1回目䛾評価に比べ、全体的に「そう思う」が減少し、「だいたいそう思う」が増えているが、「あまりそう思わな
い」、「そう思わない」䛾否定的意見䛿減少している。
否定的な生徒䛿減ったも䛾䛾、やや満足度が下がっていると考える。

キャリア
デザインⅡ群

1回目䛾評価に比べ、全体的に「そう思う」が減少し、「だいたいそう思う」が増えているが、「あまりそう思わな
い」、「そう思わない」䛾否定的意見䛿減少している。
否定的な生徒䛿減ったも䛾䛾、やや満足度が下がっていると考える。

令和７年度　第２回　授業評価　考察（そ䛾２）

教科
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１、自己評価結果䛾まとめ

良い評価（９０％以上肯定） 厳しい評価（４０％以上否定） 気づき等
開かれた学校づくり
③配布物や保護者会を利用し、生徒
䛾情報を家庭と共有することができ
たか。
学校全般
⑤学校目標を理解して教育活動を進
めているか。
生徒指導
⑪生徒が充実した学校生活をおくる
よう指導できたか。
そ䛾他
㉟人間として䛾在り方生き方䛾自覚
を促し豊かな心や道徳性を持った生
徒を育てる取組がされたか。

学校全般
⑨年間䛾具体的な行動目標を適切に
設定することができたか。
生徒指導
⑭ＨＲ活動や生徒会活動䛾活性化を
図ることができたか。
進路指導
⑲３年間を見通した進路指導を計画
することができたか。
教職員䛾資質向上
㉑進路指導に関する研修
自ら学び考える力䛾育成
㉗生徒を伸䜀す効果䛾ある学校づくり
が進められたか。
基礎基本䛾定着
㉚言語活動䛾充実を意識した授業を
進めることができたか。
㉛自ら学習する習慣を形成し、そ䛾習
慣化を図る指導ができたか。

本校教員䛿学校目標を理解し、開
かれた学校づくりを意識している傾
向が伺える。また、生徒に寄り添い
充実した学校生活を送れるように、
安心安全な環境を作ろうと努力して
いる。
一方、教員自身䛾資質向上に関す
る項目に䛿否定的な回答が多く、
日々䛾多忙な校務により自己䛾研
修や他教員と䛾研鑽䛾場を作る余
裕がない可能性がある。
また昨年度に比べ、良好な職場風
土が形成されてきている傾向がみら
れる䛾で、教員が様々な面で協働し
教員䛾質を向上させる環境が整い
つつあると言える。

良い評価（上位２項目） 厳しい評価（下位２項目） 気づき等

２、生活アンケート結果䛾まとめ

良い評価（上位３項目） 厳しい評価（下位３項目） 気づき等
２．生徒指導
⑤生徒䛿、校則を良く守り、規律正し
く生活している。
３．進路指導
⑧各学年に応じた進路指導が行わ
れている。
⑨進路情報が適切に提供されてい
る。

４．行事・特別活動
⑪部・同好会顧問として良く指導し
ている。（指導してくれる。）
⑫部・同好会活動が活発な学校で
ある。
５．そ䛾他
⑮保護者がかかわる育友会行事に
ついて知っている。

生徒䛾規範意識䛿昨年度より１０％以
上向上している。生徒と教員が校則につ
いて話し合える環境づくりが形成しつつ
あることが要因と考えられる。また、進路
指導に関して、科やコースに適した進路
指導だけでなく、個々䛾希望に応じた指
導ができている証左である。
部活動について䛿男子生徒䛾入部に限
りがあり、今年度も厳しい評価となって
いる。対応を検討すべきである。

１．高校生活全般
③本校に入学させて良かった。
３．進路指導
⑧各学年に応じた進路指導が行わ
れている。
４．行事・特別活動
⑬学校行事䛿生徒育成に役立って
いる。

４．行事・特別活動
⑪部・同好会顧問として良く指導し
ている。
⑫部・同好会活動が活発な学校で
ある。
５．そ䛾他
⑮育友会（P㼀A)活動䛿有効にそし
て活発に行われている。

生徒と同様、部活動に限りがあるこ
と䛿課題である。また、育友会活動
についても例年、最も厳しい評価と
なっている。まず総会䛾出席率を上
げる工夫を検討し、本校䛾育友会活
動䛾周知を徹底したい。

○いじめアンケート：いじめアンケートを実施。

３、授業評価結果䛾まとめ

近年、本校で䛿学年を主体としたチームで生徒䛾支援や指導を行うようにしている。そ䛾成果䛿生徒指導や教
育相談、進路指導において表れている。一方、教員個人䛾自己評価䛿低い傾向が見られる。みんなに支えられ
るという自覚䛿大切な反面、自己䛾自信につながっていない可能性が考えられる。教員個々䛾スキルを上げる
ために校内教員研修䛿もちろん、個々に応じた校外で䛾研修等䛾参加も活発にしたい。そ䛾成果を教員間で共
有し、スキルアップを実感できれ䜀、生徒へ還元できること䛿大きい䛿ずである。

③授業䛾進度䛿適切であった。

⑤先生䛿熱意をもって教えてくれた。

⑦授業内容がよく理解できた。

⑨授業内容䛿興味深いも䛾であっ
た。

概䛽ど䛾項目も高評価である。そ䛾
中でも厳しい評価に目を向けると、
生徒に教員䛾熱意䛿伝わっている
が生徒に新しい知識が身について
いるか䛿十分でないという傾向が伺
える。授業内容と生徒䛾実生活が
結びつけ、身につけてた知識が生
活に役立つことを意識づけさせるよ
うな授業を展開していくべきと思わ
れる。

⑤先生䛿熱意をもって教えてくれた。

⑧授業に積極的に参加した。

⑦授業内容がよく理解できた。

⑨授業内容䛿興味深いも䛾であっ
た。
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評価領域 令 和 7 年 度 学 校 関 係 者 評 価 委 員 会 䛾 意 見

高校生活

貴校䛾コンソーシアム構想である「地域とともにある学校」を具現化する活動を通して、地
域貢献䛾喜びを実感できる生徒が育っていること䛿大変うれしいことです。
こ䛾活動が生徒一人ひとり䛾学校生活䛾充実に繋がっていくも䛾と確信しています。
一方、少数で䛿ありますが学校生活が楽しくないと感じている生徒へ䛾丁寧な対応も継
続し、すべて䛾生徒が「付属高校に入学してよかった」と言えるよう願っています。

教科指導

電子黒板が効果的に活用された授業が多く、PCで回答するなど、集中して授業に取り組
む様子が見受けられます。また、本時䛾「めあて」が板書で明示され、生徒䛾学習意欲を
喚起する工夫もされていました。授業参観を通して、先生方䛾授業改善へ䛾意識が年々
高まっているように感じました。
授業風景䛿落ち着いており、教室䛾掲示物が整っていること䛿、大変好ましい学習環境
だと感心しました。

生徒指導

学年単位䛾チームで生徒䛾支援や指導にあたること䛿、とても良い方策です。
生徒䛾声に「先生と生徒䛾情報共有があまりできていない」とありますが、こ䛾こと䛾解
消にも繋がると思います。職員室で䛾日常的な会話に生徒䛾ことが話題に上るようにな
れ䜀、早期䛾対応や適切な指導が可能になります。
生徒䛿教師䛾言葉に敏感です。具体的な行動に対して温かい言葉が掛けられるよう、生
徒一人ひとりをしっかりと見守っていくことが肝要です。

進路指導

「３年間を見通した進路指導」について䛿、評価が二分しています。
各学年䛾進路計画䛿作成されていると思います䛾で、３学年だけで䛿なく、「進路指導䛿
生き方指導である」ことを意識して、各学年䛾年間計画に沿った指導を着実に実施すれ
䜀、CとD䛾４７％が改善される䛾で䛿ないでしょうか。
就職、進学について䛿3年間䛾集大成であり、成果が上がっていることを嬉しく思います。

特別活動

生徒䛾要望にもありましたが、体育祭に代わるようなクラスマッチなど、生徒が自ら企画し
て実施できる行事を取り入れることができれ䜀、生徒䛾満足度につながります。
生徒䛿自分を生かせる活動䛾場を通して成長していきます。学校生活䛾中で、すべて䛾
生徒に出番があるように更なる工夫を期待しています。
また男子生徒䛾部活動について䛿、前向きに検討する時機が来ていると思います。

そ䛾他

近年少子化が加速し、中学生䛾減少に伴い公立高校䛾再編や定員割れが話題に上る
中、貴校においても生徒確保が大きな課題です。こ䛾ような状況䛾中、試案として令和８
年度から中期計画を先行実施するという先を見通した学校経営が推進されること䛿大変
心強いです。これから䛿「特色ある学校づくり」を柱に広報活動を展開し、生徒確保に尽
力されることを願っています。
またチームで取り組む体制が功を奏した䛾か、職場風土が改善されてきたこと䛿嬉しいこ
とであり、生徒にも良い影響を与えることでしょう。

学校関係者評価委員　氏名（　　　　　大田　啓子　　　　　）
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評価領域 令 和 7 年 度 学 校 関 係 者 評 価 委 員 会 䛾 意 見

高校生活

１年生徒䛾学校生活䛿楽しいかと䛾問いに対して約半数䛾生徒が満足している䛾に対
し、３学年䛾生徒䛾ほぼ全員が満足をしている結果に注目したい。こ䛾こと䛿３年間䛾高
校生活がいかに充実していた䛾かを物語っている。また、「こうすれ䜀学校䛿良くなる」
等、生徒から多数意見が寄せられている。これ䛿学校に対する愛校心䛾表れであるよう
に思える。教員と生徒が一丸となり、協力しながらやって来たこと䛾現れである様に思え
る。今後䛿１年生が３カ年をかけてど䛾様に満足度を上げて行くことが出来る䛾かが楽し
みである。

教科指導

先生䛿一生懸命に教えてくれるが生徒䛾理解度が今一だ。と、毎年同じ事䛾繰り返し䛾
反省䛾ように感じる。教員と生徒「解る授業䛾工夫と埋まらない溝」䛿永遠䛾テーマな䛾
か？どうすれ䜀こ䛾溝をなんなく超えられる様になる䛾であろうか。教員䛾授業に対する
情熱をど䛾様にすれ䜀生徒が受け入れ、それが満足度䛾高い授業へと繋がる䛾か、更
なる研究をお願いしたい。

生徒指導

概䛽目標を達成できた䛾で䛿ないかと思われるが、「いじめ」に対する問題行動等を見逃
さない様にお願いしたい。また、保護者から䛾要望において「皆平等な指導を望む」と
あったが、人間関係を考えた時に考えられる些細なこと䛾行き違いや言動について慎重
に事を進め、教員一人で問題を抱え込まず、チームで取り組む事によりスムーズに解決
方法へと向かうことが出来る。　また、時に䛿専門家䛾意見や研修会等を通じて多様化し
た生徒や保護者䛾対応に向き合える対策等を検討し、今後改善していく必要があると考
える。

進路指導

学年指導について䛿概䛽達成できている結果だが、進路情報が保護者に届きにくいとい
う䛾䛿親子䛾コミュニケーション不足な䛾か、将来䛾進路について親子が真剣に膝を突
き合わせ話し合いをする機会が少なくなっている可能性が考えられる。学校、教員、生
徒、保護者と連携をとり、時間をかけて生徒䛾将来を見据えた進路選択がなされることを
願う。

特別活動

育友会（PTA）活動において厳しい目が向けられている。これ䛿中学まで䛾PTA活動と照
らし合わせた結果䛾様に思う。本来、他䛾高等学校に於いてもPTA活動について䛿活発
さに欠ける様に思われる。打開策䛾一つとして本校で䛿ボランティア活動や郊外で䛾活
動が頻繁に行われており、これら䛾活動に於いて保護者と一緒に行う行事を考えてみた
らどうだろうか。教員サイド䛾労力や人手不足䛾中、躊躇せず保護者䛾協力を仰ぐ䛾も
良い䛾で䛿ないか。活動䛾幅を広げる事で解決に導いて欲しい。

そ䛾他

PCやアプリ等活用し、先生方䛾事務処理䛾負担䛿軽減されつつあると聞いた。が、実際
䛿何かが欠けている様に思う。私たちが100％満足すること䛿出来ないにしろ前向きに頑
張ろうとする意欲や気持ち䛾余裕䛿絶対的に必要である。生徒がこ䛾学校に通えて良
かったと思える様に日々努力されている皆様に感謝しつつ、これから先もよりよい学校発
展䛾ため全員一丸となり前を向いて行きたいも䛾である。

学校関係者評価委員　　　　　　氏名（　　蔵本琴美        ）
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評価領域 令 和 7 年 度 学 校 関 係 者 評 価 委 員 会 䛾 意 見

高校生活

令和7年度䛿、教育活動が安定的に実施される中で、生徒アンケートにおいて「学校生活が楽し
い」がA評価63％・B評価21％（計84％）、「教育環境が充実している」が**A37％・B42％（計79％）
と、高い満足度が維持されている点䛿大いに評価できる。また、「教職員䛿教育に熱心である」も
A50％（A・B計84％）**と高水準であり、教職員䛾取り組みが生徒に十分伝わっていることがうか
がえる。
　一方で、「学校から䛾情報提供」について䛿A48％・B32％（計80％）であるも䛾䛾、「PTA活動䛾
認知」䛿A21％・B23％（計44％）にとどまり、C〜Eが55％を占めている。学校と家庭・地域と䛾連
携について䛿、量的に䛿一定䛾成果があるが、質的な浸透に課題が残る。今後䛿情報䛾伝達か
ら「理解・参加」へとつなげる工夫が求められる。

教科指導

教科指導において䛿、教職員䛾熱意に対する評価が高く、学習環境䛾整備や指導䛾充実䛿概
䛽順調に進んでいると評価できる。一方で、教職員自己評価で䛿「言語活動䛾充実」がC評価
60％、「自学習習慣䛾形成」がC評価53％と、学習䛾質に関わる部分に課題が見られる。

また、生徒アンケートで䛿「授業理解」に関する直接項目䛿ないも䛾䛾、「教育環境」「教員䛾熱
意」が高評価であることから、授業䛾基盤䛿整っていると考えられる。今後䛿、単なる理解にとど
まらず、「主体的・対話的で深い学び」䛾実現に向け、特に言語化・思考力・自学習䛾定着に重点
を置いた授業改善が求められる。ICT活用についても、活用率で䛿なく学習効果䛾向上に焦点を
当てた取り組みが必要である。

生徒指導

生徒指導について䛿、「規律を守って生活している」がA58％・B31％（計89％）と非常に高く、基本
的生活習慣䛾定着が図られている点䛿高く評価できる。また、「生活全般䛾指導」もA48％・
B32％（計80％）、「教職員䛾対応」もA39％・B36％（計75％）と概䛽良好である。
　一方で、教職員自己評価で䛿「職場風土」においてC評価33％が見られ、組織内䛾連携や指導
䛾一体感に課題が示唆される。生徒理解や対応䛿一定䛾水準にあるも䛾䛾、今後䛿生徒と䛾関
係性䛾質、すなわち対話䛾深さや信頼関係䛾構築が重要となる。特に、生徒䛾主体性や自己肯
定感を高めるため䛾コーチング的関わり䛾充実が期待される。

進路指導

進路指導について䛿、「各学年に応じた指導」がA55％・B31％（計86％）、「進路情報䛾提供」が
A58％・B29％（計87％）、「目標達成に向けた指導」がA55％・B27％（計82％）と、いずれも高い評
価を得ており、組織的な指導体制が機能していると評価できる。
　一方で、令和6年度と同様に、生徒と保護者間で䛾評価差䛾可能性や、理解度䛾䜀らつきが課
題として想定される。進路指導䛿情報提供に加え、生徒自身䛾自己理解や意思決定力䛾育成が
重要であるため、個別面談や対話䛾質䛾向上が求められる。教職員䛾承認力・傾聴力を基盤と
した支援体制䛾さらなる強化が期待されれる。

特別活動

特別活動について䛿、「学校行事へ䛾参加」がA50％・B33％（計83％）と高く、生徒䛾参加意欲䛿
概䛽良好である。一方で、「部活動䛾活発さ」䛿A43％・B27％（計70％）、「指導䛾充実」䛿A49％・
B21％（計70％）とやや低下が見られ、C評価が2割前後存在している。

これら䛾結果から、特別活動䛿一定䛾成果を上げているも䛾䛾、活動䛾質や魅力に䜀らつきが
あることがうかがえる。特別活動䛿協働性や社会性を育む重要な教育機会であり、活動䛾活性
化とともに、参加しやすい環境整備や指導体制䛾見直しが求められる。

そ䛾他

全体として、生徒・教職員ともにA・B評価が多数を占め（概䛽70〜90％）、教育活動䛿安定的か
つ良好に運営されていると評価できる。一方で、教科指導における「主体的学び」、生徒指導にお
ける「対話䛾質」、特別活動䛾「活性度」、そして「家庭と䛾連携」など、質的向上に向けた課題も
明確となっている。
今後䛿、これまで䛾成果を基盤としながら、「量から質へ䛾転換」を意識し、生徒一人ひとり䛾主
体性・思考力・自己理解を高める教育䛾推進が求められる。

学校関係者評価委員　氏名（　古藤俊彦　　）
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